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第第２２章章    

売売上上高高及及びび売売上上原原価価・・棚棚卸卸資資産産のの評評価価  
 

 

【この章で学ぶこと】 

２－１ 売上高と売上原価 

２－２ 棚卸資産の評価 

２－３ 売価還元法 
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２－１ 売上高と売上原価 

 

学学学習習習項項項目目目   

１．売上原価の表示 

２．売上高及び仕入高の控除項目等 

３．他勘定振替 

４．原価率・利益率 

１ 売上原価の表示 

以下、当面の間は商企業の場合を前提に学習する。なお、製造業については後日学習する。 

１ 売上原価の内訳を表示する場合 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 ×××  

Ⅱ 売 上 原 価   

   期 首 商 品 棚 卸 高 ×××   

   当 期 商 品 仕 入 高 ×××   

     合 計 ×××   

   期 末 商 品 棚 卸 高 ××× ×××  

        売 上 総 利 益 ×××  

 

２ 売上原価を一括表示する場合 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 ×××  

Ⅱ 売 上 原 価 ×××  

        売 上 総 利 益 ×××  

 

 

 売上原価の内訳表示 
 

会社計算規則では、売上原価の内訳表示を強制しているわけではない。 
 

なお、過去の本試験では、損益計算書の作成は売上原価を一括表示で行わせ、それとは別に「売上原価 
 

の内訳」の作成が問われたこともある。 

 



ＬＥＣ東京リーガルマインド 税理士講座 財務諸表論 複製・頒布を禁じます 

 －31－ ■■■■２－１■ 

【例題１】 

次の資料に基づいて、損益計算書の売上総利益まで（売上原価の内訳を示す方法）を示しなさい。 

⑴ 決算整理前残高試算表（一部） 

 残 高 試 算 表 (単位：千円) 

繰 越 商 品 500 売 上 12,000 

仕 入 10,000   

⑵ 期末商品棚卸高 700 千円 

 

《解答》（単位：千円） 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 12,000  

Ⅱ 売 上 原 価   

    期 首 商 品 棚 卸 高 500   

    当 期 商 品 仕 入 高 10,000   

      合 計 10,500   

    期 末 商 品 棚 卸 高 700 9,800  

       売 上 総 利 益 2,200  

 

《解説》（単位：千円） 

帳簿上の決算整理仕訳： 

 （借） 仕 入 500 （貸） 繰 越 商 品 500  

 （借） 繰 越 商 品 700 （貸） 仕 入 700  

 

表示のための組替え仕訳： 

 （借） 期 首 商 品 棚 卸 高 500 （貸） 繰 越 商 品 500  

 （借） 商 品 700 （貸） 期 末 商 品 棚 卸 高 700  

 

（注）財務諸表論の計算問題では、売上原価に関して言えば、帳簿上の仕訳を考える必要性は低い。

それよりも表示につながる処理を考えるほうがよい。 
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２ 売上高及び仕入高の控除項目等 

１ 控除項目の内容 

⑴ 返品（戻り・戻し） ： 数量過多、品違い等の理由による仕入・売上の取消し 

             売上側の返品を「戻り」、仕入側の返品を「戻し」という。 

⑵ 値引 ： 量目不足、品質不良、破損等の理由による、商品代金の減額 

⑶ 割戻 ： 一定額以上又は一定量以上の取引をした取引先に対する、商品代金の減額 

⑷ 割引（現金割引） ： 掛代金を期日前に早期決済した場合の、利息相当分の掛代金の減額 

 

２ 処理と表示 

 処 理 方 法 

返品(戻り・戻し)   

値  引 売上高・仕入高から原則として直接控除 

割  戻   

売上割引 営業外費用の区分に「売上割引」として計上 
割引(現金割引)

仕入割引 営業外収益の区分に「仕入割引」として計上 

 

３ 修正仕訳（例：売上） 

⑴ 値引・戻り・割戻の例 

問題の資料内容 修 正 仕 訳 

売上値引が売上高から控除されている な し 

試算表に売上戻り勘定が計上されている （売  上） ××（売上戻り） ×× 

売上割戻しが未処理である （売  上） ××（売 掛 金） ×× 

⑵ 割引の例 

問題の資料内容 修 正 仕 訳 

売上割引が売上高から控除されている （売上割引） ××（売  上） ×× 

試算表に売上割引勘定が計上されている  な し〔そのまま営業外費用へ計上〕 

売上割引が未処理である （売上割引） ××（売 掛 金） ×× 
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【例題２】 

次の資料に基づいて、損益計算書の一部（売上原価の内訳を示す方法）を作成しなさい。 

⑴ 決算整理前残高試算表（一部） 

 残 高 試 算 表 (単位：千円) 

繰 越 商 品 500 売 上 13,000 

仕 入 9,300   

売 上 戻 り 100   

売 上 割 戻 200   

⑵ 期末商品帳簿棚卸高 700 千円 

⑶ 試算表の仕入 9,300 千円は割戻 300 千円と値引 400 千円を控除した後の金額である。 

 

《解答》（単位：千円） 
 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 12,700  

Ⅱ 売 上 原 価   

    期 首 商 品 棚 卸 高 500   

    当 期 商 品 仕 入 高 9,300   

      合 計 9,800   

    期 末 商 品 棚 卸 高 700 9,100  

      売 上 総 利 益 3,600  

 

《解説》（単位：千円） 

 （借） 売 上 300 （貸） 売 上 戻 り 100  

    売 上 割 戻 200  

 （借） 期 首 商 品 棚 卸 高 500 （貸） 繰 越 商 品 500  

 （借） 商 品 700 （貸） 期 末 商 品 棚 卸 高 700  

値引、戻り、割戻については、売上高又は仕入高から直接控除する必要がある。したがって、

試算表の売上13,000から売上戻り100及び売上割戻200を控除する。 

なお、仕入割戻と仕入値引については、既に仕入から直接控除されているため、特に処理は要

しない。 

純仕入高 

純売上高 
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【例題３】 

次の資料に基づいて、損益計算書の一部（売上原価の内訳を示す方法）を作成しなさい。 

⑴ 決算整理前残高試算表（一部） 

 残 高 試 算 表 (単位：千円) 

繰 越 商 品 500 売 上 12,700 

仕 入 10,000 仕 入 割 引 700 

⑵ 期末商品帳簿棚卸高 700 千円 

⑶ 売上高から売上割引 300 千円が直接控除されている。 

 

《解答》（単位：千円） 
 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 13,000  

Ⅱ 売 上 原 価   

    期 首 商 品 棚 卸 高 500   

    当 期 商 品 仕 入 高 10,000   

      合 計 10,500   

    期 末 商 品 棚 卸 高 700 9,800  

      売 上 総 利 益 3,200  

M   

Ⅳ 営 業 外 収 益   

    仕 入 割 引 700   

M   

Ⅴ 営 業 外 費 用   

    売 上 割 引 300   

M   

 

《解説》（単位：千円） 

 （借） 売 上 割 引 300 （貸） 売 上 300  

 （借） 期 首 商 品 棚 卸 高 500 （貸） 繰 越 商 品 500  

 （借） 商 品 700 （貸） 期 末 商 品 棚 卸 高 700  

※ 割引については「売上割引」又は「仕入割引」として、独立科目で計上する必要がある。した

がって、試算表の売上から直接控除されている売上割引300については修正が必要となり、試算表

の売上高に300を加算することで適正な売上高を算出する。仕入割引は試算表に独立科目で計上さ

れているため特に処理は要しない。 

割引は控除

しない 

割引は控除

しない 
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３ 他勘定振替 

商品を見本品として得意先へ無償で提供したり、商品が火災で焼失したりした場合など、仕入商

品が期中に販売以外の原因により払出・減少した場合には、帳簿上は、当該減少分を仕入勘定から

控除して適当な勘定へ振替えることになる。しかし、損益計算書上は、当該減少分を当期商品仕入

高から直接控除して表示すると、損益計算書における当期商品仕入高が企業の本来の仕入高を示さ

なくなるため、他勘定振替という方法によって仕入高から間接的に控除する形式により表示する。 

１ 他勘定振替の表示科目の具体例 

 販売以外の商品の払出 売上原価の内訳科目 

① 商品を見本品として使用した場合 見 本 品 費 振 替 高 

② 商品を広告宣伝に使用した場合 広告宣伝費振替高 

③ 商品が火災により消失した場合 火 災 損 失 振 替 高 

 

２ 他勘定振替の表示例（仕入10,000のうち200を見本品として提供した場合） 
 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 ×××  

Ⅱ 売 上 原 価   

    期 首 商 品 棚 卸 高 1,000   

    当 期 商 品 仕 入 高 10,000   

      合 計 11,000   

    見 本 品 費 振 替 高 200   

    期 末 商 品 棚 卸 高 2,000 8,800  

      売 上 総 利 益 ×××  

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費   

    見 本 品 費 200   

M   

※ 「見本品費振替高」は「他勘定振替高」としてもよい。 

３ 会計処理 

例：見本品の提供時 

 (借) 見 本 品 費 200  (貸) 仕 入 200 

帳簿上は仕入勘定から直接控除する。 

よって、上記表示例の数値でいえば、仕入勘定の決算整理前の帳簿残高は、10,000－200＝9,800

となっているはずである。 

見本品費を控除しない 
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【例題４】 

次の資料に基づいて、損益計算書の一部（売上原価の内訳を示す方法）を作成しなさい。 

ケース１ 

〔資料〕 

⑴ 決算整理前残高試算表（一部） 

 残 高 試 算 表 (単位：千円) 

繰 越 商 品 6,000   

仕 入 27,500   

見 本 品 費 2,500   

⑵ 期末商品棚卸高は 4,500 千円である。 

⑶ 当期仕入商品のうち 2,500 千円を見本品として使用しており、これを仕入勘定から控除して

いる。 

ケース２ 

〔資料〕 

⑴ 決算整理前残高試算表（一部） 

 残 高 試 算 表 (単位：千円) 

繰 越 商 品 6,000   

仕 入 30,000   

⑵ 期末商品棚卸高は、帳簿棚卸 7,000 千円、実地棚卸 4,500 千円。この差額の原因は、当期仕

入商品のうち 2,500 千円を見本品として使用したが、未処理となっていることによる。 
 

《解答》（単位：千円） 
 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 ×××  

Ⅱ 売 上 原 価   

    期 首 商 品 棚 卸 高 6,000   

    当 期 商 品 仕 入 高 30,000   

      合 計 36,000   

    見 本 品 費 振 替 高 2,500   

    期 末 商 品 棚 卸 高 4,500 29,000  

      売 上 総 利 益 ×××  

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費   

    見 本 品 費 2,500   

M   

   ※ ケース１及びケース２とも解答は同一である。 

 

見本品費を控除しない 
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《解説》（単位：千円） 

ケース 1 及びケース 2 に共通の図解 

 商 品  

期首商品  6,000 

  
売上原価 29,000 (払出) 

当期仕入高 30,000 見 本 品  2,500 (払出) 

  期末商品  4,500 

 

ケース 1  
 

 仕 入  

  見本品費  2,500 

当期仕入高 30,000 

  
T/B 27,500 

 

 （借） 期 首 商 品 棚 卸 高 6,000 （貸） 繰 越 商 品 6,000  

 （借） 商 品 4,500 （貸） 期 末 商 品 棚 卸 高 4,500  

見本品として商品を使用した分が仕入勘定から控除されているため、帳簿上は特に修正処理を

要しない。しかし、損益計算書に当期商品仕入高として表示される金額は、見本品として使用し

た分を控除する前の仕入高（27,500＋2,500＝30,000）である。 

 

ケース 2  
 

 仕 入  

  

当期仕入高 30,000 

  

T/B 30,000 

 

 （借） 見 本 品 費 2,500 （貸） 仕 入 2,500  

 （借） 期 首 商 品 棚 卸 高 6,000 （貸） 繰 越 商 品 6,000  

 （借） 商 品 4,500 （貸） 期 末 商 品 棚 卸 高 4,500  

見本品として商品を使用した分が仕入勘定からは控除されていない。したがって、帳簿上は仕

入勘定から控除する処理が必要である。 

しかし、ケース１と同様、損益計算書に当期商品仕入高として表示される金額は見本品として

使用した分を控除する前の仕入高（T/Bの30,000）である。 
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４ 原価率・利益率 

 

１ 原価率・利益率 
 

原価率は、売価に占める原価の割合である。利益率は、売価に占める利益の割合である。 

両者は、一方が判明すれば、もう一方も判明するという関係にある。 

「原価率 80％」や「原価率 0.8」などと表現される。 

 

◎ 原価率 ＝ 
原 価

 売 価 
   ◎ 利益率＝ 

利 益

 売 価 
 

◎ 原価率＋利益率＝ 1 

◎ 売価×原価率＝原価  ◎ 売価×利益率＝利益 

◎ 原価÷原価率＝売価  ◎ 利益÷利益率＝売価 

 

※ 原価率や利益率は、売価を 1 （売価を100％）とした割合である。 

 

 利益 0.2  

   売価  1 

 
原価 0.8 

 

 

２ 利益加算率（利益付加率） 
 

利益加算率（利益付加率ともいう。）とは、原価に対する利益の加算割合である。 

「売価は原価の25％増し」などと表現される（この場合の利益加算率は25％である。）。 

 

◎ 利益加算率 ＝ 
利 益

 原 価 
   

◎ 原価 × 利益加算率＝利益  ◎ 原価 ×（ 1 ＋利益加算率）＝売価 

◎ 売価 ÷（ 1 ＋利益加算率）＝原価 

 

※ 利益加算率は、原価を 1 （原価を100％）とした割合である。 

 

利益 0.25  

  売価  1.25 
原価  1  
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【例題５】 

次の資料に基づいて、損益計算書の一部を作成しなさい。 

⑴ 決算整理前残高試算表（一部） 

 残 高 試 算 表 (単位：千円) 

繰 越 商 品 3,000 売 上 50,000 

仕 入 41,000   

⑵ 期末商品棚卸高（売価
．．

） 5,000 千円 

⑶ 原価率は各自推定しなさい。 

 

《解答》（単位：千円） 
 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 50,000  

Ⅱ 売 上 原 価   

    期 首 商 品 棚 卸 高   3,000   

    当 期 商 品 仕 入 高  41,000   

      合 計  44,000   

    期 末 商 品 棚 卸 高   4,000 40,000  

      売 上 総 利 益 10,000  

 

《解説》（単位：千円） 
 

図 解 
 

 商品の原価   商品の売価  

期首  3,000    期首    

  売上原価     売上高  50,000 

当期仕入  41,000    当期仕入    

  期末   4,000 *    期末   5,000 

 

 

(ａ)＝(ｂ) となるはずであり、(ｃ)＝(ｄ) となるはずであるため、 

原価率 ＝ 
原価の合計

 売価の合計 
 ＝ 

 期首商品原価＋当期仕入原価 

売上高＋期末商品売価
 ＝ 

3,000＋41,000

 50,000＋5,000 
 ＝0.8（80％） 

* 期末商品の原価 ＝ 5,000(期末商品の売価)×80％(原価率) ＝ 4,000 

 

 

合計(ａ) 

       

 44,000 合計(ｂ)

       

 44,000  合計(ｃ)

     

 55,000 合計(ｄ) 

        

 55,000 
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２－２ 棚卸資産の評価 

 

学学学習習習項項項目目目   

１．棚卸資産の範囲 

２．会計処理と表示 

３．商品棚卸減耗損 

４．商品評価損 

５．仕入諸掛 

６．棚卸資産（商品）の貸借対照表上の表示 

７．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１ 棚卸資産の範囲 

棚卸資産は、商品、製品、半製品、原材料、仕掛品等の資産であり、企業がその営業目的を達成

するために所有し、かつ、売却を予定する資産のほか、売却を予定しない資産であっても、販売活

動及び一般管理活動において短期間に消費される事務用消耗品等も含まれる。 

 

 

 棚卸資産の範囲(「連続意見書第四・第一・七」より) 
 

貸借対照表に棚卸資産として記載される資産の実体は、次のいずれかに該当する財貨又は用役である。 
 

（イ）通常の営業過程において販売するために保有する財貨又は用役 

例：商品、製品 
 

（ロ）販売を目的として現に製造中の財貨又は用役 

例：仕掛品 
 

（ハ）販売目的の財貨又は用役を生産するために短期間に消費されるべき財貨 

例：材料 
 

（ニ）販売活動及び一般管理活動において短期間に消費されるべき財貨 

例：事務用消耗品 
 

 

 

（注）当面の間は、商品売買業の商品を想定して学習する。 
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２ 会計処理と表示 

ここでは、通常の販売目的で保有する棚卸資産（主として商品売買業の商品）の評価に係る取扱

いを学習する。 

 

１ 評価方法 

棚卸資産については、原則として購入代価に引取費用等の付随費用を加算して取得原価とする。 

 

 棚卸資産の評価方法 
 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」で定めている評価方法は、次の 5 つである。 

個別法、先入先出法、平均原価法（総平均法、移動平均法）、売価還元法。 
 

なお、限定的に容認される方法として「最終仕入原価法」がある。 
 

また、かつては「後入先出法」が認められていたが、現在では廃止されている。 

 

 

２ 評価基準 

通常の販売目的で保有する棚卸資産は、取得原価をもって貸借対照表価額とし（これを「原価法」

という。）、期末における正味売却価額が取得原価よりも下落している場合には、当該正味売却価額

をもって貸借対照表価額とする。 

この場合において、取得原価と当該正味売却価額(＊)との差額は当期の費用（評価損）として処理

する（取得原価より低い価額で評価替することを、評価切り下げ、簿価の切り下げなどという。）。

なお、取得原価よりも正味売却価額が高い場合は、評価益を計上せず、評価替なしとする。 

(＊) 正味売却価額は、売価（売却市場の時価を指す）から追加的な製造原価の見積額及び販売

に要する直接経費の見積額を控除した額である。 

 

３ 洗替え法と切放し法 

前期に計上した簿価切下額（評価損）の戻入れに関しては、当期に戻入れを行う方法(洗替え法)

と行わない方法(切放し法)のいずれかの方法を棚卸資産の種類ごとに選択適用できる。 

  洗替え法による場合、期首の棚卸資産評価損戻入額は期末の棚卸資産評価損と相殺する。なお、

特別損失に計上した棚卸資産評価損には、洗替え法を適用することはできない。 
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４ 評価損等の計算と表示 

棚卸資産の簿価切下げによって生じた評価損は、原則として売上原価とする。 
 

ただし、製造業における原材料の評価損であって、製品の製造に関連し不可避的に発生すると認

められるときには、製造原価として処理する（詳細は製造業の章で学習）。 

⑴ 評価損等の計算 BOX 
 

単価     

     
取得原価

  ③ 商品評価損 

(市場の需給変化)   
正味売却価額-

(正常品) 
   

② 商品評価損 

(物理的・経済的

な劣化) 
  

正味売却価額-

(不良品) 貸 借 対 照 表   

  

価 額 

① 商品棚卸減耗損 

 

 実地棚卸        帳簿棚卸 
数量 

 
正 常 品 品質低下・陳腐化品 減 耗  

※ ① ⇒ ② ⇒ ③の順番で計算する。 

 

（注）評価損を正常品の評価損と不良品の評価損とで区別するのは、評価損の金額を計算する必

要からであり、会計処理（仕訳と表示）では区別する必要はない。 

 

⑵ 商品に係る減耗損・評価損の表示 

表示区分 
評価損等 

売 上 原 価 
販売費及び

一般管理費
営業外費用 特 別 損 失 

原 価 性 ・ 有 ○ ○   
棚卸減耗損 

原 価 性 ・ 無   ○ ○ 

評 価 損 ○   ○※ 

※ 下記③参照 

 〔留意点〕 

  ① 評価損等を売上原価とする場合、売上原価の内訳項目として独立表示するか又は注記による。 

② 正味売却価額が帳簿価額よりも著しく下落した場合でも、多額であるという理由だけで簿価

切下額（評価損）を営業外費用又は特別損失に計上することはできない。 

  ③ 簿価切下額が、臨時の事象（重要な事業部門の廃止や災害損失の発生など）に起因し、かつ、

多額であるときには、特別損失に計上する。 
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〔具体的表示例〕 

売上高及び売上原価の各項目が次のとおりである場合の表示例を以下に示す。 

売上高 50,000、期首商品棚卸高 5,000、当期商品仕入高 30,000、期末商品棚卸高 6,000 

商品棚卸減耗損 60（売上原価の内訳科目とする）、商品評価損 40 

《評価損を売上原価の内訳科目とする場合の表示》 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高  50,000  

Ⅱ 売 上 原 価    

    期 首 商 品 棚 卸 高 5,000    

    当 期 商 品 仕 入 高 30,000    

      合 計 35,000    

    期 末 商 品 棚 卸 高 6,000    

      差 引 29,000    

    商 品 棚 卸 減 耗 損 60    

    商 品 評 価 損 40  29,100  

      売 上 総 利 益  20,900  

※ 各評価損等は計算と同じ順番で配列する。 

 

《評価損を注記で開示する場合の表示》 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高  50,000  

Ⅱ 売 上 原 価    

    期 首 商 品 棚 卸 高 5,000    

    当 期 商 品 仕 入 高 30,000    

      合 計 35,000    

    期 末 商 品 棚 卸 高 5,960 *    

      差 引 29,040    

    商 品 棚 卸 減 耗 損 60  29,100  

      売 上 総 利 益  20,900  

〈注記事項〉 

＊ 期末商品棚卸高は評価損控除後の金額（収益性の低下に伴う簿価切下後の金額）であ

り、40 の商品評価損が売上原価に含まれている。 
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３ 商品棚卸減耗損 

１ 棚卸減耗 

棚卸減耗とは、棚卸資産の保管中に生じた紛失、盗難、蒸発等を原因とする、帳簿棚卸数量と実

地棚卸数量との差異をいう。 

 

２ 棚卸減耗の計算方法と決算整理仕訳 

＜計算方法＞ 

商品棚卸減耗損＝期末帳簿棚卸高（原価）－期末実地棚卸高（原価） 

＝（期末帳簿棚卸数量×単位原価）－（期末実地棚卸数量×単位原価） 

＝（期末帳簿棚卸数量－期末実地棚卸数量）×単位原価 

 

＜会計処理＞ 決算整理仕訳 
 

 （借） 商 品 棚 卸 減 耗 損 ××× （貸） 繰 越 商 品 ××× 

 

３ 表示科目及び表示区分 

表 示 科 目 原価性有無 表 示 区 分 

原価性あり 売上原価の内訳科目 又は 販売費及び一般管理費 
商品棚卸減耗損

原価性なし 営業外費用 又は 特別損失 

※ 原価性（原価としての性格） 

     原価性あり ： 経常的に発生、正常範囲、通常発生程度、不可避的に発生 

     原価性なし ： 非経常的に発生、異常範囲、管理上のミスによる発生 
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【例題６】 

Ａ商品及びＢ商品における棚卸減耗損の金額を求めなさい。 

⑴ Ａ商品 

① 期末商品帳簿棚卸高 23,000 千円 

② 期末商品実地棚卸高 22,400 千円 

⑵ Ｂ商品 

① 期末商品帳簿棚卸高 12,300 個 (原価：＠50 千円) 

② 期末商品実地棚卸高 12,000 個 

 

《解答》 

Ａ商品の棚卸減耗損 600 千円 

Ｂ商品の棚卸減耗損 15,000 千円 

 

《解説》（単位：千円） 

⑴ Ａ商品：23,000－22,400＝600 

⑵ Ｂ商品：(12,300 個－12,000 個)×＠50(原価)＝15,000 
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４ 商品評価損 

１ 不良品の評価損 

⑴ 品質低下による評価損 

物理的な劣化・欠陥が生じている状態をいう。 

（例）損傷、店
たな

ざらし、変色等による品質の低下 

⑵ 陳腐化による評価損 

経済的な劣化が生じている状態をいう。 

（例）季節はずれ、流行遅れ等による経済的な価値の減少 

⑶ 計算方法と決算整理仕訳 

＜計算方法＞ 

不良品の評価損（品質低下・陳腐化による評価損） 

＝不良品実地棚卸高(原価)－同商品正味売却価額 

＝不良品実地棚卸数量×単位原価－不良品実地棚卸数量×単位正味売却価額 

＝不良品実地棚卸数量×(単位原価－単位正味売却価額) 

 

＜会計処理＞ 決算整理仕訳 

 （借） 商 品 評 価 損 ××× （貸） 繰 越 商 品 ××× 

 

 

２ 正常品の評価損（市場価格の変動(市場の需給変化)による評価損） 

⑴ 計算方法と決算整理仕訳 

＜計算方法＞ 

正常品の評価損 

＝正常品実地棚卸高－正常品正味売却価額 

＝正常品実地棚卸数量×単位原価－正常品実地棚卸数量×単位正味売却価額 

＝正常品実地棚卸数量×(単位原価－単位正味売却価額) 

 

＜会計処理＞ 決算整理仕訳 

 （借） 商 品 評 価 損 ××× （貸） 繰 越 商 品 ××× 
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３ 評価損の表示科目及び表示区分 
 

表 示 科 目 収益性の低下要因等 表 示 区 分 

物理的・経済的な劣化 *1  

市 場 の 需 給 変 化 *2 売 上 原 価 

少額  
商 品 評 価 損 

臨時の事象に起因 *3

多額 特 別 損 失 

*1 品質低下、陳腐化 

*2 市場価格の下落（著しい下落を含む） 

*3 重要な事業部門の廃止、災害損失の発生など 

 

【例題７】 

Ａ商品及びＢ商品における評価損の金額をそれぞれ求めなさい。 

⑴ Ａ商品 

① 期末商品帳簿棚卸原価 23,000 千円 

② 期末商品実地棚卸原価 22,400 千円（正味売却価額は 20,800 千円） 

 

⑵ Ｂ商品 

① 期末商品帳簿棚卸数量 12,300 個 (原価：＠50 千円) 

② 期末商品実地棚卸数量 12,000 個 

なお、実地棚卸のうち 200 個は保管中に変色が生じており、その正味売却価額は 1 個当たり 10

千円と見積もられる。 

 

《解答》 

Ａ商品の評価損 1,600 千円 

Ｂ商品の評価損 8,000 千円 

 

《解説》（単位：千円） 

⑴ Ａ商品：22,400－20,800＝1,600（正常品の評価損） 

⑵ Ｂ商品：200 個×(＠50－＠10)＝8,000（不良品の評価損：品質低下による評価損） 

 

（注）棚卸減耗も生じているが、問われていない。 
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【例題８】 

下記の資料に基づき、商品棚卸減耗損、商品評価損及び商品の貸借対照表価額を求めなさい。な

お、商品の評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用している。 

〔資料〕 

⑴ 期末商品帳簿棚卸高  2,300 個 (原価：＠35 千円) 

⑵ 期末商品実地棚卸高  2,200 個 (正味売却価額：＠32 千円) 

なお、実地棚卸高のうち 50 個については、品質低下が生じており、品質低下品の正味売却

価額は＠15 千円と見積もられる。 

 

《解答》 

商 品 棚 卸 減 耗 損 3,500 千円 

商 品 評 価 損 7,450 千円 

商品の貸借対照表価額 69,550 千円 

 

《解説》（単位：千円） 

⑴ 商品棚卸減耗損：  ＠35(原価)×(2,300 個(帳簿棚卸数量)－2,200 個(実地棚卸数量))＝3,500 

⑵ 商品評価損 

① 不良品の評価損： (＠35(原価)－＠15(正味売却価額))×50 個(不良品数量)＝1,000 

② 正常品の評価損： (＠35(原価)－＠32(正味売却価額))×2,150 個*1
(正常品数量)＝6,450 

*1 正常品の実地棚卸数量： 2,200個(期末実地棚卸数量)－50個(不良品数量)＝2,150個 

③ 評価損の合計： 1,000＋6,450＝7,450 

⑶ 商品の貸借対照表価額  ＠15×50 個＋＠32×2,150 個 *1＝750＋68,800＝69,550 

 

 単価   図 解      

原価 35 

 
評価損 6,450 

  正常品 32 

 
 

評価損 

1,000 
 不良品 15 

     

 

帳簿棚卸原価 

80,500 

(P/L)    

棚卸減耗損 

3,500 

  

B/S 商品 69,550 

     2,150個 2,200個 2,300個  
数量 

     正常品数量 実地棚卸 帳簿棚卸   

50 個
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【例題９】 

【例題８】及び下記の資料に基づき、損益計算書の表示を売上総利益まで示しなさい。 

 

 決算整理前残高試算表 （単位：千円） 

繰 越 商 品 80,000 売 上 600,000 

仕 入 520,000   
 

減耗損及び評価損は売上原価の内訳科目とする。 

 

《解答》（単位：千円） 

 損 益 計 算 書  

Ⅰ 売 上 高 600,000  

Ⅱ 売 上 原 価   

    期 首 商 品 棚 卸 高 80,000   

    当 期 商 品 仕 入 高 520,000   

      合 計 600,000   

    期 末 商 品 棚 卸 高 80,500   

      差         引 519,500   

    商 品 棚 卸 減 耗 損 3,500   

    商 品 評 価 損 7,450 530,450  

      売 上 総 利 益 69,550  

 

《解説》（単位：千円） 

損益計算書の期末商品棚卸高： ＠原価×帳簿棚卸数量＝＠35×2,300個＝80,500 
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５ 仕入諸掛 

仕入諸掛とは、商品の仕入に係る付随費用（商品の仕入に際して支出される引取運賃、購入手数

料、運送保険料、関税などの諸費用）をいう。 

仕入諸掛は原則として商品の原価に含める。 

 

 財務諸表論における出題形式と解法 

⑴ 出題形式 

決算整理前残高試算表の繰越商品（期首商品）には仕入諸掛が含まれており、当期の商品仕入

に係る諸掛については仕入勘定とは別科目（仕入諸掛勘定など）で処理されているケースが典型

的である。この場合、当期の仕入高に係る諸掛を、期末商品（さらに減耗損）や場合によっては

見本品費などに配分する計算が必要となる。 

⑵ 解法 

試算表の仕入諸掛が当期商品仕入高に対応して発生したものである場合、次のような計算で、

期末商品に係る部分を期末商品棚卸高に配分する。 

仕入諸掛の期末商品への配分額 ＝ 仕入諸掛 × 
 期末商品棚卸数量（又は棚卸高）

 当期商品仕入数量（又は仕入高）
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【例題 10】 

次の資料に基づいて、損益計算書の売上原価の内訳を示しなさい。 

〔資料〕 

⑴ 決算整理前残高試算表（一部） 

 残 高 試 算 表 (単位：千円) 

繰 越 商 品 32,700   

仕 入 300,000   

仕 入 諸 掛 24,000   
 

⑵ 決算整理事項 

① 繰越商品（期首商品）には仕入諸掛2,700千円が含まれている。 

② 商品は先入先出法による原価法により評価している。 

③ 期末商品棚卸高（仕入諸掛考慮前）は40,000千円（8,000個）である。 

試算表の仕入諸掛は当期仕入数量60,000個に係るものであり、期末商品棚卸高への配分計

算は未了である。 

 

《解答》（単位：千円） 

 

売 上 原 価   

期 首 商 品 棚 卸 高 32,700  

当 期 商 品 仕 入 高 324,000  

合   計 356,700  

期 末 商 品 棚 卸 高 43,200 313,500 

 

《解説》（単位：千円） 

図 解 

      商 品（送り状価額）  仕入諸掛  

期首商品     期首商品    

  売上原価     売上原価  

当期仕入 300,000    当期仕入 24,000   

  期末商品  40,000    期末商品 3,200*1 

 

*1 24,000× 
8,000個(期末商品数量)

 60,000個(当期仕入数量) 
 ＝3,200（又は24,000× 

40,000(期末商品)

 300,000(当期仕入高) 
 ＝3,200） 

当期商品仕入高： 300,000＋24,000＝324,000 

期末商品棚卸高： 40,000＋3,200 *1＝43,200 
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６ 棚卸資産（商品）の貸借対照表上の表示 

 

表 示 科 目 表 示 区 分 

商 品 流 動 資 産 

〔留意点〕 

棚卸資産のうち、販売活動及び一般管理活動において短期間に消費される財貨（事務用品、文

房具などの消耗品）は、「貯蔵品」の科目で表示する。 

 

７ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 棚卸資産の評価基準及び評価方法 ⇒ 「企原注解 注 1 － 2 」 

「棚卸資産の評価基準及び評価方法」は会計方針に関する注記事項となる。 

評価方法 個別法・先入先出法・移動平均法・総平均法・売価還元法 

評価基準 原価法(又は原価基準) 

 

《注記の具体例》 

商品について先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用してい

る場合の記載例を以下に示す。 

 

＜記載例＞その１ 

〔重要な会計方針に係る事項に関する注記〕 

資産の評価基準及び評価方法 

棚卸資産の評価基準及び評価方法 

商品は、先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方

法により算定）により評価している。 

 

＜記載例＞その２ 

〔重要な会計方針に係る事項に関する注記〕 

資産の評価基準及び評価方法 

棚卸資産の評価基準及び評価方法 

商品…先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法

により算定） 
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